
 

平成 25 年度 

大学院生調査研究助成（第二次・第三次） 成果報告会 
 
 
 

9:00~9:40  奥村 京子（文学研究科） 
「亡命作曲家ジェルジ・リゲティにおけるアイデンティテ

ィの拡散と再統合」 
「G・リゲティの往復書簡―社会主義体制下における諸コ

ンフリクト」 
9:40~10:10  山田 晃子（文学研究科） 

「20 世紀初頭の英国におけるキモノブームの背景に関す

る調査」 
10:10~10:40  原 めぐみ（人間科学研究科） 

「旧／新日系人の包括と排除：フィリピンダバオにおける

トランスナショナルな若者達の移動に関する調査」 
10:40~11:10  青木 佑介（文学研究科） 

「マルグリット・デュラス、Hiroshima mon amour（ヒロ

シマ 我が愛）の生成研究」 
11:10~11:50  内藤 貴夫（文学研究科） 

「19 世紀末英国のイーストエンド探訪記に見る貧困表象

の変化とコンフリクトの相関研究」 
「19 世紀末の日英における貧困表象のコンフリクトとそ

の相関研究」 
11:50~12:20   久岡 加枝（文学研究科） 

「スターリン期（1930 年～40 年代）グルジアの民族・文

化政策がもたらした「男声合唱」をめぐる文化コンフリク

ト」  
 

（ 休  憩 ） 
 

13:00~13:40  ゲブル ロベル ハイレ（人間科学研究科） 
「 The Dispersal and Reestablishment of Qohaito 
Settlements During the Nationalist Movement Eritrea」 
「 The Dispersal and Reestablishment of Qohaito 
Settlements During the Nationalist Movement in 
Eritrea」 

13:40~14:10  佐藤 桃子（人間科学研究科） 
「デンマークの社会的養護における早期介入の取り組み

について」 
14:10~14:40  芝野 淳一（人間科学研究科） 

「グローバル化時代における在外教育施設の多様化をめ

ぐるコンフリクト——グアム日本人補習校を事例に——」 
14:40~15:10  藤井 真一（人間科学研究科） 

「紛争で破綻した社会関係はいかにして修復されるのか

―ソロモン諸島の贈与儀礼にみられる媒介物に着目して」 
 

（ 休  憩 ） 
 

15:30~16:00  和田  敬（人間科学研究科） 
「ローカル・メディアの民間開放における市民と行政との

間の「公共性」を巡る葛藤の検証 〜台湾「地下ラジオ」

現象の事例研究をもとに〜」 
16:00~16:30  村橋  勲（人間科学研究科） 

「独立後の南スーダンにおけるコンフリクトと地域社会

の動向：オーストラリアの南スーダン人ディアスポラへの

調査から」 
16:30~17:00  グオン ユニ（人間科学研究科） 

「入会林野をめぐる公的な記録と人々の記憶に関する民

族誌的研究：高知県梼原町の事例を中心に」 
17:00~17:40  ツェレンダグワ・ムンフバヤスガラン（人間科学

研究科） 
「モンゴル国における近代化と遊牧民の移動―コンフリ

クトを問う―」 
「モンゴル国における学校制度改革と遊牧民世帯の児童

の教育をめぐって」 
18:00~       懇親会 

 

 
*     *     * 

 

日時：2014 年 5 月 31 日（土）９：００～ 

場所：大阪大学大学院人間科学研究科東館 106 教室（吹田キャンパス） 

 

＊このプログラムは、公開・参加自由です。 
 

＊大阪大学大学院人間科学研究科（吹田キャンパス）へのアクセスは 

http://www.hus.osaka-u.ac.jp をご参照ください。 

東館は、万博外周道路側の別館です。 

 

お問い合わせ先： 

大阪大学大学院人間科学研究科人類学研究室内 

「卓越」事務局 

E-mail: takuetsu-jimu@hus.osaka-u.ac.jp 

電話 06-6879-8085 

火―金：9：15-16：00 

 

 
 

卓越した大学院拠点形成支援補助金 「コンフリクトの人文学国際研究教育拠点」 
 


